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第６章 

健康でいきいきできるまち 
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第6 章   健康でいきいきできるまち 

 

 １ 疾病予防対策の充実 

平成 25 年、国は「日本再興戦略」の注力すべきテーマとして「健康寿命の延伸」を掲げ、

「『国民の健康寿命の延伸する社会』に向けた予防・健康管理に係る取組の推進」を公表しま

した。 

健康寿命の延伸を実現するためには、高齢者の健康に焦点を当てた取組を強化する必要があ

り、ロコモティブシンドローム（運動器症候群）や認知機能の低下を予防しつつ、高齢者の社

会参加を図るほかに、がんや主要な生活習慣病の発症予防・重症化予防を図る必要性がありま

す。また、身体の健康に併せ、こころの健康づくりを推進するとともに、妊婦や子どもの心身

の健康づくりの推進が必要です 

 

① 概 要 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

● 超高齢社会を迎え、健康で活力ある社会を構築していくために、生活習慣病予防や健康

維持の取組が重要ですが、健康づくりの主役は市民一人ひとりであり、自ら進んで健康づ

くりに取り組むことが必要です。市民が健康づくりへの関心を高め行動するためには、正

しい健康に関する正しい情報の提供と、健康づくりに取り組む仲間づくりや団体の育成、

市民団体や関係機関との連携をすすめていくことが重要です。 

 

② 現 状 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

● 本市の主要死因別死亡数は、悪性新生物が 1,178 人、心疾患が 535 人、肺炎が 320

人の順となっており、死亡率では全国、兵庫県より低値になっています。（再掲：P.10「主

要死因別死亡数」参照） 

● 本市の生活習慣病（がん・脳血管疾患・心疾患・糖尿病）による標準化死亡比（ＳＭＲ）

は、糖尿病及び脳梗塞では全国平均を下回っているものの、急性心筋梗塞やがんでは全国

平均を上回っています。（P.10「標準化死亡比（ＳＭＲ）」参照） 

● 本市の生活習慣病の将来の患者数は、増加するものと予測されます。特に、入院患者に

ついては、いずれの疾患も 20％以上の増加が見込まれており、中でも、救急医療との関

連が深い脳血管疾患や心疾患の増加率が高くなっています。（P.23「疾患別患者数」参照） 
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● 本市では平成 25 年 3 月に「新・にしのみや健康づくり２１（第 2 次）西宮市健康増進

計画」を策定し、市民一人ひとりの生涯にわたる健康づくりと実り豊かで満足できる生活

の質の向上をめざし、５つの重点項目（タバコ対策、メタボリックシンドローム対策、が

ん対策、自殺対策、介護予防）を定め、取り組んでいます。 

● 乳幼児健診受診率は 90％以上の高い受診率ですが、女性の社会進出や核家族化などに

より、出産、育児の不安や悩みなどが複雑多様化してきており、更なる総合的支援が求め

られています。 

 

【乳幼児健診受診率の推移】 

単位：％      

区分 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

４か月児健診 96.3 97.2 96.4 98.2 97.2

１歳６か月児健診 95.5 97.6 95.3 96.1 96.3

３歳児健診 91.9 92.0 93.6 91.3 93.6

資料：西宮市保健所      

● 平成 25 年度から精神・運動発達状態の確認のための 10 か月児健康診査（個別健診）

を実施しています。 

● 歯科・口腔の分野では、歯科相談や教室、健康講座等で口腔衛生の意識向上及び噛ミン

グ３０の普及・啓発を進めています。 

● 子どもから高齢者までのライフステージを通じて、こころの健康に関する知識の普及啓

発や相談・支援体制の整備などにより「自殺予防対策」の重要な柱として、こころの健康

づくりを推進しています。 
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③ 課 題 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

【健康づくり】 

● 健康づくりには、社会全体の環境整備を進めるなど、市民の健康課題に即した健康教

室や講習会、保健指導などの充実や市民が主体的に健康づくりに取り組める支援が必要

です。 

● 健康寿命の延伸のために、介護が必要となる危険性の高い状態であるロコモティブシ

ンドロームの認知度を高めるとともに、転倒・骨折を引き起こす骨粗しょう症等の予防

について意識を高める必要があります。 

 

【生活習慣病予防】 

● 生活習慣病患者が増える一方で、本人の行動によって予防できる可能性も広がってお

り、生活習慣病など疾病の予防や早期発見につながる施策の充実が必要です。 

● かかりつけ医、かかりつけ歯科医による一次予防の強化が必要です。 

 

【妊婦健診】 

● ハイリスク因子を早期に発見して、安全・安心な周産期管理を行うためにも妊婦健診

の重要性は増しており、受診率の向上に向けた取組が必要です。（再掲：「医療連携の

推進」） 

 

【口腔ケア】 

● 口腔ケアが発熱や肺炎の予防といった全身の健康維持の観点からも重要視されていま

す。高齢化の進展に伴い、要介護者の増加が見込まれることから介護者に対する啓発が

必要です。 

 

【こころの健康】 

● うつ病は誰にでもなる可能性のある心の病気です。今後、増加する可能性のあるうつ

病などの精神疾患や自殺予防などに対して、こころの健康への対策強化が重要です。 

 

【医療費適正化】 

● 医療費適正化への取組として、レセプト（診療報酬明細書）データを用いた重複・頻

回受診、重複服薬等の実態把握が重要です。 
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④ 今後の取組 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

【健康づくり】 

● 健康マイレージ事業などの個人へのインセンティブ付与の取組の検討を進めます。 

● 乳幼児期から高齢期まで、ライフステージに応じた健康づくりを、市民が主体的に取

り組むよう関係団体と連携して支援するとともに健康づくりに取り組みやすい地域づく

りを進めます。 

● 高齢者になっても住み慣れた地域で自立した生活を送れるよう、成壮年期から、ロコ

モティブシンドロームの予防、口腔機能の向上や栄養改善など健康に関する正しい知識・

情報を提供する講座を実施します。 

● 理学療法士、作業療法士などの専門職と高齢者あんしん窓口が連携して、運動機能、

口腔機能などの生活機能の向上と認知症予防を目的として地域で自主的に取り組む「西

宮いきいき体操」の普及啓発を進めます。 

 

【生活習慣病予防】 

● 生活習慣病の発症及び重症化予防のため、知識の普及啓発や生活習慣の改善が必要な

人に対する保健指導を行います。 

● 疾病の早期発見を促進するため、特定健診、がん検診、歯周疾患検診などの受診率向

上に取り組むとともに、夜間や休日等の受診機会の拡大等について検討します。 

● 特定年齢に対する個別受診勧奨通知及びがん検診手帳の送付、また健康教育の実施な

どによりがん検診に関する市民の意識の向上・普及啓発に努めます。 

● かかりつけ医やかかりつけ歯科医から個々の健康状態に応じた指導や情報提供が提供

されるよう、西宮市医師会や西宮市歯科医師会と共通認識を図ります。 

 

【妊婦健診】 

● ハイリスク妊婦を早期に発見し、安全な出産のために、妊婦健診受診への取組を強化

します。（再掲：「医療連携の推進」） 

 

【口腔ケア】 

● 生涯を通じた歯と口腔の健康づくりを目指し、健康教育や相談の実施、母子保健、学

校保健との連携に努めます。 

● 口腔機能の向上を目的とした介護予防講座の実施や「西宮いきいき体操（口腔版）」

の普及啓発を進めます。 
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【こころの健康】 

● こころのケア相談など相談窓口の周知とともに、精神科医等との連携強化を図り、こ

ころの健康づくりを支援します。 

 

【医療費適正化】 

● 国民健康保険のレセプトデータを活用し、重複・頻回受診等の該当者に対する指導を

引き続き実施します。 
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 ２  保健・医療に関する情報の発信と普及啓発の強化 

① 概 要 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

● 市民に対して、保健・医療に関する情報発信や啓発・広報活動等を行うことにより、市

民が生涯を通した健康づくりや疾病予防・早期発見等に自主的に取り組み、健康でいきい

きとした暮らしを維持していくことができる環境づくりをすることが重要です。 

 

② 現 状 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

● 市民向けアンケート調査結果によると、病気や医療に関する情報の主な入手手段として

は、「テレビ・ラジオ」の割合が約３割と最も高く、次いで「インターネット」の割合が

２割半ば、「新聞」の割合が約１割となっています。また、男女ともに若い人ほど「イン

ターネット」の割合が高くなっており、年齢層に応じた情報提供が必要です。 

 

【病気や医療に関する情報の主な入手手段（上位３項目）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：保健医療に関する意識調査 

％ ％ ％

男性　20～29歳 （Ｎ＝25）

　　　30～39歳 （Ｎ＝41）

　　　40～49歳 （Ｎ＝75）

　　　50～59歳 （Ｎ＝69）

　　　60～64歳 （Ｎ＝35）

　　　65～69歳 （Ｎ＝43）

　　　70～74歳 （Ｎ＝39）

　　　75歳以上 （Ｎ＝73）

【テレビ・ラジオ】 【インターネット】 【新聞】

32.0

22.0

34.7

27.5

31.4

27.9

25.6

24.7

0 20 40 60

40.0

41.5

40.0

36.2

14.3

11.6

2.6

12.3

0 20 40 60

12.2

8.0

14.5

28.6

20.9

23.1

17.8

0 20 40 60

（ｎ＝25） 

（ｎ＝41） 

（ｎ＝75） 

（ｎ＝69） 

（ｎ＝35） 

（ｎ＝43） 

（ｎ＝39） 

（ｎ＝73） 

％ ％ ％

N =

女性　20～29歳 （Ｎ＝33

　　　30～39歳 （Ｎ＝69

　　　40～49歳 （Ｎ＝95

　　　50～59歳 （Ｎ＝68

　　　60～64歳 （Ｎ＝42）

　　　65～69歳 （Ｎ＝50）

　　　70～74歳 （Ｎ＝51）

　　　75歳以上 （Ｎ＝74）

【テレビ・ラジオ】 【インターネット】 【新聞】

27.3

21.7

22.1

36.8

28.6

42.0

43.1

50.0

0 20 40 60

45.5

53.6

37.9

32.4

16.7

10.0

2.0

2.7

0 20 40 60

3.0

15.8

4.4

21.4

14.0

23.5

16.2

0 20 40 60

（ｎ＝33） 

（ｎ＝69） 

（ｎ＝95） 

（ｎ＝68） 

（ｎ＝42） 

（ｎ＝50） 

（ｎ＝51） 

（ｎ＝74） 
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● 市民向けアンケート調査結果によると、病気や医療に関して、必要な情報としては、「医

療機関の場所、診療時間、診療科目、電話番号等の情報」の割合が 6 割以上と最も高く、

次いで「休日夜間に診療する医療機関、連絡先」の割合が５割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 市民向けアンケート結果によると、医療に関するサービスを選択する際に、必要な情報

としては「医療機関が提供するサービスに関する情報」の割合が 6 割を超えて最も高く、

次いで「医療機関に対する第三者機関による客観的な評価の結果に関する情報」の割合が

５割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【医療に関するサービスを選択する際に、必要な情報（複数回答）】 
N = 902 ％

医療機関が提供するサービ
スに関する情報

医療機関に対する第三者機
関による客観的な評価の結
果に関する情報

医療機関の医療事故や治療
実績の情報

医療機関の利用状況、空床
等の情報

医療機関の従事者の人数、
経歴、専門性の情報

その他

無回答

67.1

53.5

43.7

28.9

32.2

1.4

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ｎ＝902） 

【病気や医療に関して、必要な情報（複数回答）】

％

医療機関の場所、診療時間、
診療科目、電話番号等の情
報

休日夜間に診療する医療機
関、連絡先

医療機関の保有医療機器の
情報

医療機関の従事者の人数、
経歴、専門性の情報

医療機関に対する第三者機
関による客観的な評価の結
果に関する情報

医療機関相互の連携の情報

最新の薬、治療法等の情報

63.7

58.3

7.5

18.0

28.0

17.8

23.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（ｎ＝902） 

資料：保健医療に関する意識調査 

資料：保健医療に関する意識調査 
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③ 課 題 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

【医療に関する情報提供の充実】 

● 市民が情報取得する際の方法には、年齢層により異なる傾向があるため、年齢層に応

じた情報発信方法が求められています。 

● 休日・深夜での救急医療に対応する医療機関の情報が市民に十分提供できていません。

特に、西宮市応急診療所や在宅当番医制、阪神北広域こども急病センターの周知等が必

要です。（再掲：「救急医療の充実」） 

● 市民が、必要なときに必要な医療情報を得られるように、十分な情報提供が必要です。 

【市民の健康管理意識の促進】 

● 市民が生涯を通して本人・家族の健康づくりや疾病予防・早期発見等に自主的に取り

組み、健康でいきいきとした暮らしを維持していくことができるよう、医療や疾病予防・

健康増進を重視した情報発信や普及啓発が必要です。 

 

 

④ 今後の取組 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

【医療に関する情報提供の充実】 

● 市民が医療に関する知識や理解を深めたり、市民が必要とする医療に関するサービス

の情報などを取得できるよう広報誌やインターネット等の各種情報媒体を活用して、情

報提供の充実を図ります。 

● 本市では、子育て世代などの転入が多いため、新しく住民となった方への医療の情報

提供を進めます。 

● 西宮市応急診療所や阪神北広域こども急病センターなどの１次救急情報について、市

政ニュース、市のホームページ、さくら FM 等の媒体の活用をはじめ、市主催の行事な

どの機会も捉え積極的に市民への周知を図ります。（再掲：「救急医療の充実」） 

● 健康や医療等について 24 時間いつでも相談に応じ、救急医療機関等の情報提供も行

う「健康医療相談ハローにしのみや」の市民への周知を図ります。(再掲：「救急医療の

充実」） 

【市民の健康管理意識の促進】 

● 生活習慣病等に関する情報を発信するなど疾病予防の重要性について啓発し、市民の

定期的な健康診断（特定健診・がん検診・歯周疾患検診など）の受診率向上を図ります。 

● がん・脳血管疾患・心疾患・糖尿病をはじめ各種疾病に関する正しい知識や、予防対

策・発症時の対処方法等市のホームページなどを活用し、情報発信します。 
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